
桔梗が丘自治連合協議会

平成24年度 第 12回 理 事 会 議 事 録

場  所 桔梗が丘公民館 ・202号 室

日  時
平成 25年 4月 27日 (土)

9130～ 1 1 50

出 席 者

出席者 辻森、大垣、上回、河合、武仲、東、阪本、野邊、高槻、竹原、

吉野、梅本、中村、山中、松村、日合監事、福森監事、

森日地域担当監。鈴木 (次年度理事就任予定)

欠席者

2平 成 24年 度

自治連合協議会

事業報告承認に

ついて

名張 2高 校統合

問題について

議事

決議事項

1議 事録署名人

大垣副会長が司会を務め会議が抜台まつた。

辻森会長の挨拶の要旨

「今日は平成 24年 度の締めの会議となりますが、一年間、各種の行事、

活動にボランティアでご尽力いただき大変ありがとうございました。引き続

き平成 25年 度も何かとお世話になりますがよろしくお願いしますJと 述ベ

た。

議事に入る前に辻森会長から、名張市内2高校の統合問題について概ね次

のような説明と報告があった。

「本日、午後開催する説明会は今回で3回 目となりますが、今回は名張市

教育長にオブザーバーとしての出席を求めています。それと説明会は今回が

最後としますが、今後の方針は、今回の説明でも疑義が残つた場合、情報公

開の請求及びそれに基づき検討委員会を設けて、行政訴訟も視野に入れた検

討を進めて行きたいと考えていますJと 述べ、了承された。但し、我々のま

ちづくり活動は遅滞無く進めていただきたい旨を述べた。

引き続き辻森会長が議長を務め会議が始まつた。

木会議の議事録署名人に吉野孝司氏、梅本久子氏の 2氏 を指名することに

決した。

議長から、議案 1号 から議案 3号 までは先日の自治連合会で理事全員が出

席して報告いただいたので、本日は追カロ、補足事項があれば報告を頂くこと

にしたいと述べ、了承された。

(参考 :4月 20日 の自治連合会の議事録の記録)



1部で40人 の応募があつた。(ふれあい茶房は20人 、子どもたちと地域の絆

く総務委員会>

協議会 大垣日1会長 (総務委員長)か らの平成24年 度事業報告の要旨

事前に資料をご覧いただいているので要点のみ申し上げる。

総務委員会の事業実績はほぼ予定通り進められた。

・ 当初の予定から変更になつたのは、協議会財政の安定化のための積立金は

予算化していなかったが、ビジョン新規事業費の支出が無かったので、昨

年度と同様に積立が出来た。

総務委員会が行つた講演会、研修の成果を別紙にまとめて報告をします。(内

容は別紙参照)

反省点は講演会の参加者が少し少なかったこと。研修会はほぼ当初の目的

を達成し有意義でした。

く企画運営委員会>

協議会 阪本委員長からの平成24年 度事業報告の要旨

平成 24年 度は地域ビジョンの推進に重点的に取り組み、“ほつとまち"プ

ロジェクトチームを立ち_Lげ、7項 目のプロジェクト事業の概要をまとめ、

地域の全戸に配布をした。

平成 25年 度からの名張市ゆめづくり協働事業提案制度に参加.「子どもた

ちと地域の絆づくりJ「ふれあい茶房Jの 2事業が認められた。

この2事業及び全事業のスタッフ及びサポターを募集した。その結果、全

づくりは2人 )

・平成 25年 1月 から、それぞれ 2事業は、具体的な事業内容の検討と推進

を図つています。 (詳細資料参照)

平成 25年 度は、地域の住民の皆さんのご協力をいただきながら、他の5

事業も推進していきたい。

く広報委員会>

協議会 ・野邊委員長からの平成 24年 度事業報告の要旨

当広報委員会の役害1について考えたとき、最も重要なのは地域住民の皆さ

んに協議会の活動内容の周知、事業への参加の動機付けのツールとなること

だと考えている。

上記の観点から見て、十分その役割を果たしているとは言い難いので、平

成 25年 度以降もこの観点から広報に努めていきたい.

・広報委員会の具体的な活動は、ききょう通信の発行とホームページの管理

運営です。 24年 度、ききょう通信は 5回発行できました。掲載記事につい



ては、いつも地域の皆さんの役に立ってぃるかという事を念頭に於いていま

す。詳細は資料を参照してください。

ホームページの管理運営は、タイムリーに情報をお届け出来るツールであ

りますが、24年 度は更新も進み、ある程度は満足できる結果となりました。

アクセス数も増加し、311末で4511件 、年間の lヶ月平均は376件 と

なりました。今後もさらに進めていきたいと考えています。

く健康推進部会>

協議会 ・高槻部会長からの平成 24年 度事業報告の要旨

老人の日の行事は9月 15日 、70歳 と88歳 の方に長寿記念品を贈呈

し、 70歳 以上の方にお祝い品を配布しました。配布にあたりご協力ありが

とうございました。決算額は1, 549, 494円 。

ききょう健康まつりは10月 17日 にウオーキングを青山の四季の里で

実施しました。引き続き、 11月 4日 に健康まつりを行いました。内容は例

年通りです。決算額は386, 347円 。出席者は合わせて260人 でした。

・ニュースポーツ世代間交流大会を平成 25年 3月 39日 実施しました。

内容は記載のとおリクロリティー、カローリング、グランドゴルフ。参加者

は子どもを含めて54人 の参加。決算額は36, 021円 です。

結梗が丘体操会との協働事業も地域住民の健康維持のため引き続き実施

しました。夏休みの参加児童への参カロ賞費用と体操会のロゴ入りTシ ャツ制

作で決算額は134, 790円 。

ききょう健康講座として次の4つ の事業を実施しました。(1)ベ ルフラ

フー教室、(2)健 康に関する講演会、(3)市 のがん検診 (4)健 康体操 (リ

ズム体操)教 室。4つ の事業合わせた決算額は168, 124円 です。実施

内容は資料に記載の通りです。

その他、2月 14日 に市の特定健診を公民館で実施。 22人 が受診しまし

た。

く住民交流部会>

協議会 ・廣岡部会長欠席のため、山中事務局長からの平成 24年 度事業報

告の要旨

・住民交流部会は例年通り、桔梗が丘夏まつりとハッピーニューイャーき

きょうフェスタの2事業を実施した。

・夏祭りは突然の雷雨で一部アトラクションを中止した。 しかし、槙擬店

も盛況で完売し、利用券も1220枚 の引き換えがありました。

全般的に大きな事故もなく無事終了した。お祭りの参加者は約 7000人 。



決算額は738, 651円 。

・ハッピーニューイャーききょうフェスタは例年通りの内容で行つたが、

年々子供さんの参加者が増加している。今年の参加者は236人 。

どんどは大雪になり、午前 7時開始予定を午後 2時 に変更して実施した。

こちらも桔梗が丘地域で浸透してきた行事で、用意した豚汁400人 分は全

て振る舞われた。決算額は217, 852円 。決算額の合計は956, 50

3円です。

く教育文化部会>

協議会 ・竹原部会長欠席のため、佐田部会員からの平成24年 度事業報告

の要旨

桔"ず セミナーを夏 冬に実施した。内容は夏6講座 (料理、科学、囲

碁、手芸、太鼓、よさこいソーラン)、冬3講座 (料理、手芸、科学)で す。

桔梗が丘夏まつりに大鼓、よさこいソーランが参加した。又ききょうニュー

イヤーフエスタにも科学遊びで参加しました。決算額は238, 702円 で

す.

。「こころの思い発表会」を 10月 の公民館展に合わせて行いました。実施

内容は記載の通です。決算額は 100, 064円 。

ふるさと歴史ハイキングは地域の歴史を学び、ふるさとを愛する心を育

てる目的で始めましたが、本年度は 11月 10日 に実施。例年子どもさんの

参力nが少ないのですが、本年度は5人 の参カロがありました。決算額は29,

782円 。

・私の一冊文庫は地域の子どもさんに本の読み間かせをしているボランティ

ア活動への協働事業です。書籍購入補助として 16, 000円 支出。決算額

合計 384, 548円 です

く生活安全部会>

協議会 吉野部会長からの平成 24年 度事業報告の要旨

・普通救命講習会を10月 と25年 3月 と計 2回 実施 した。場所は名張消

防庁舎で参加者は 10月 13人 、 3月 12人 。募集地区は、 10月 は4番 町

から8番 町と桔梗が丘南、 3月 は 1番 町から3番 町と桔梗が丘西の割り振り

です。内容は止血法、異物除去法、心肺蘇生法、AED取 扱法です。

結梗が丘公民館に設置しているAEDは 来年 1月 でリース契約が終了し

ます。従つて本年度が最後の支出になります。

防犯パ トロールも引き続き実施しました。本年度は6人 の隊員で毎月 4

回約 1時 間地域内をパ トロールしました。次年度への課題は隊員の増員確保



です。

・命の笛の贈皇を4月 6日 地域内の3小学校へ合計 175個 を贈呈しまし

た。

・防災訓練の実施を各区・自治会に依頼し実施していただいた。

・危険箇所の解消は各区 自治会の協力のもとに進めました。

・道路交通表示の改善を名張警察に要望しています。

決算額合計は 131, 159円 です。

く決適環境部会>

協議会 カロ納部会長からの平成 24年 度事業報告の要旨

・決適環境部会は次の3事業を実施しました。

・地球温暖化対策事業 (緑のカーテン事業)と してのゴーヤ苗の配布を地

域の家庭に2000株 配布。その後、ゴーヤ栽培の写真展等を開催した。決

算額 290, 480円

地域環境保全 ・啓発事業としてホタル観賞会を6月 16日 に、バー ドウ

オッチングを平成 25年 1月 6日 に実施。参カロ者は、雨天のためホタル観賞

会は40人 、一方、バードウオッチングは50人 。ホタル観賞会場のシャッ

クリ川に環境保全啓発看板を設置しました。決算額は8, 730円 。

・桔梗が丘クリーン作戦は6月 3日 に実施された名張市クリーン大作戦に

協賛して実施した。各自治会の団体参カロもあり有意義でした。参カロ者合わせ

て約 1, 000人 。決算額44, 431円 。決算額合計は393, 641円 。

く地域福祉部会>

協議会 梅本部会長からの平成 24年 度事業報告の要旨

・高齢者 ・障がい者への友愛訪問活動を例年通り 「陽だまりJを 持参して実

施。安否確認に役立っている。

決算額 18, 900円

・年末友愛訪問も例年通り75歳 以上の一人暮らしの方、高齢者の家庭等を

訪問しプレゼントを配付した。

決算額 226, 125円

高齢者のつどいを5月 27日 、地域の80歳 以上の高齢者を招いて開催。

参加者は151人 。決算額 200, 000円 。

地域内14箇 所でいきいきサロンを実施。年FH5の参加者が予定数の140

0人 を上回り、好評であつた。

11月 11日 地域内6か 所のグループホームと交流会を実施した。参加

者は民生委員、ワーカー等合わせて57人 。



2平 成 24年 度

公民館事業報告

について

3平 成 24年 度

決算報告承認に

つυヽて

・赤ちゃんちびっ子広場は第 3火曜日に開催。未就園児とその母親のつどい

です。

・ 地域の高齢者への配食と見守りの協働事業をいこい、友～友の2グループ

との協働事業として実施した。大変有意義な事業で、対象者の方にも喜ば

れている。

く以上が自治連合会の議事録>

引き続き、議長は委員会 ・部会の事業計画について意見を求めた。

出席者からは特に質問はなく、採決に入り、全員賛成の挙手をし、平成 2

4年度事業報告は承認された。

(参考 :4月 20日 の自治連合会の議事録の記録)

中村公民館長から、「平成 24年 度は当初の分にロビー歌声広場と絵手紙教

室を加え14講 座を開設。合計2600人 の参加があった。夏期大学講座は

4回 開催し、延べ251人 の参加でした。そのほかの行事として例年通リロ

ビ,コ ンサー ト、プチコンサート、映画鑑賞会を開催し、こちらは合わせて

850人 の参加がありましたJと 述べた。

く以上が自治連合会の議事録>

議長は出席者に意見を求めた。

出席者からは特に質問はなく、採決に入り、全員賛成の挙手をし、平成 2

4年 度公民館事業報告は承認された。

(参考 :4月 20日 の自治連合会の議事録の記録)

く協議会会計>

協議会 。大垣副会長(総務委員長)か ら、協議会会計の決算報告

収入の部

1 会費         1, ooo,

2  交イ寸金      15, 6 1 5 ,

3 補助金        2, 130,

4 報償費収入       150,

5 雑収入         418,

6 繰越金       3, 928,

合計          23, 252,

支出の部 (主な項目のみ)

1 総務費       6, 531,

2 企画運営費 「事業費」   90,

3 広報費  「事業費」  303,

0 0 0円

760円

000円

000円

497円

711円

568円

168円

200円

375円



4 健康推進費 「事業費J

5 住民交流費 「事業費J

6 教育文化費 「事業費J

7 生活安全費 「事業費

8 に適環境費 「事業費J

9 地域福祉費 「事業費J

10 積立金 「車両買換J

〃  「財政調整」

″  「自然災害J

ll 予備費

12 コミュニティ活動費

13 報償費

14 助成事業補助金

15 有事助け合い基金

繰越金

合計

ビジョン新規事業費は支出が無かったので、理事会に諮り積立金に補正し

ました。尚、有事の助け合い基金は、民生児童委員会から預かつたものです。

引き続き、議長は出席者に意見を求めたが、出席者からは特に質問は無か

つた。

く公民館会計>

引き続き、松村事務局次長から、公民館会計について、別添え資料に基き、

概ね次のような報告があつた。

収入の部

1 指定管理料

2 使用料等

3 その他収入

4 繰越金

合計           1

支出の部 (主な項目のみ)

1 人件費

2 管理費 1 消耗品

3 光熱水費

4 修繕費

6 委託手数料

7 備品購入費

2, 224, 776円

956,503円

384,548円

131,159円

393,641円

1,187,025円

200,000円

500, 000円

500,000円

0円

5,131,400円

150,000円

1,900,000円

417,385円

2,251,388円

23, 252, 568円

9, 898, 000円

4, 025, 468円

194,333円

5,177,131円

9, 294, 932円

4,299,014円

582,554円

3,225,147円

311,544円

2,127,848円

928,887円



8 使用料 ・貸借料  758,996円

3 運営費  1報 償費     500, 000円

3印 刷製本費   109, 282円

5事 業費     831, 584円

4 積立金  1周 年事業    800, 000円

2設備備品    800, 000円

3車両購入    200,000円

5 その他  1消 費税     336, 000円

2予 備費           o円

繰越金           3,005,436円

合計          19,294,982円

積立金は予備費200万 円のうち180万 円を理事会に諮り積立金に予算

のネ甫正を行い、 3項 の積立金として計上しました。

引き続き、議長は出席者に意見を求めた。

Q 人件費が両会計から支出されているが、何か決まりはあるのか。

A 特に無いが市の要請による。尚平成 25年 度からは協議会会計からまと

めて支出をすることに変更になる。

く以上が自治連合会の議事録>

引き続き、議長は出席者に意見を求めたが、特に質問はなく、採決に入り、

1全員賛成の挙手をし、平成 24年 度協議会会計決算、公民館会計決算は承認

4平 成 24年 度 1 福森監事から、「4月 13日 、桔梗が丘公民館 201号 室で、平成24年 度

決算監査報告に 1協議会会計及び公民館会計の会計監査を行つた結果、両会計とも適正に処理

された。

ついて     |さ れている事を認めますJと 述べた。

予算 (案)につい 1次のように報告があった。

て       | く協議会会計>

引き続き、平成 25年 度からの、ゆめづくり協働事業交付金について、特

別会計とする事、単年度事業予算になること等、意見交換と確認があった。

5平 成 25年 度 1 大垣副会長から、協議会会計予算 (案)に つい、男り添え資料に基づき概ね

収入の部

1 会費        1, ooo, 000円

2 交付金       15, 604, 000円

3 補助金         200, 000円



4 報償費収入       150, 000円

5 雑収入          20, 000円

6 負担金       4, 700, 000円 (人件費)

7 繰越金       2, 251, 388円

合計        2 3 , 9 2 5 , 3 8 8円

支出の部 (主な項目のみ)

1 人件費       9, 341, 125円

2 総務費       2, 776, 200円

3 企画運営費 「事業費」  300, 000円

4 広報費   「事業費J   320, 000円

5 健康推進費 「事業費」2, 280, 000円

6 住民交流費 「事業費J l, 130, 000円

7 教育文化費 「事業費J   519, 000円

8 生活安全費 「事業費   180, 000円

9 快適環境費 「事業費」  453, 500円

0 地域福祉費 「事業費J l, 140, 000円

1 積立金 1「車両買換J   200, 000円

１

　

１

　

１

　

１

　

１

2 予備費

3 コミュニティ活動費 5,

4 報償費

繰越金

合計

0円

116,000円

150,000円

19,563円

23, 925, 388円

「費用弁償費が昨年比増となつているのは、地域ビジョンの推進に係わる

会議が増えることを見込んでいます」と述べた。

く出席者の意見>

・ 名張市からの報償費が、地域環境委員だけに支給されているのは、不公平

ではないか (他の委嘱された各委員はボランティア)。名張市地域担当監

へ意見として受け取つていただきたい。

・ 名張市の各委託委員への報償費は基本的に中止の方向であつたが、環境委

員は平成 23年 度総会に於いて反対意見が多かったため継続になつた。

・ 人件費の支払い方の変更について具体的説明が必要ではないか。

・ 平成 25年 度からの変更点を、具体的に補足説明を総会で行うことになつ

た 。

く公民館会計>

引き続き、松村事務局次長から、公民館会計予算 (案)に ついて、別添え



6平 成 25年 度

自治連合協議会

理事交替の承認

について

資料に基き、概ね次のような報告があった。

収入の部

1 指定管理料       9, 898, 000円

2 使用料等       4,000,000円

3 その他収入          50, 000円

4 繰越金        3,005,436円

合計           16, 953,436円

支出の部 (主な項目のみ)

1 管理費 1 消耗品     620, 000円

3 光熱水費  3, 340, 00o円

4 修繕費     490, 000円

6 委託手数料 2, 300, 000円

7 備品購入費 1, 180, 00o円

8 使用料 貸借料 848, 000円

2 運営費 1 報償費     600, doo円

3 印刷製本費   120,000円

5  事業費  1, 300, OoO円

3 負担金         4, 700, 000円

4 積立金                 o円

5 その他  1消 費税     332, 000円

2予備費     200, 000円

繰越金             403, 436円

合計           16, 953.486円

引き続き、議長は出席者に意見を求めた。

Q 車両の購入に関する積立金について説明が欲しい。

A 協議会会計の積立金は現在所有している車の買換え資金で、公民館会

計の積立は新規購入を明んだものです。将来的には2台 を所有したいと考え

ています。

引き続き、議長は出席者に意見を求めたが、出席者からはその他に質問は

無く、採決に入り、全員賛成の挙手をし、胸支25年 度協議会会計予算 (案)

及び平成 25年 度公民館会計予算 (案)は 承認された。

大垣副会長から、協議会の理事の交替について次の通り報告があった。

就任する理事は鈴木健―氏 (第4ブ ロック幹事)、西宮剛志氏 (健康推進部

会長)。退任する理事は東弘文氏 (第4プ ロック幹事)、高槻茂夫氏 (健康推

進部会長).
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以上の交替と新たに就任された理事の任期は規定により、平成 26年 度定

時総会終了時までになる旨を述べた。

引き続き、議長は出席者に意見を求めたが、出席者からは特に質問は無く、

採決に入り、全員賛成の挙手をし、理事の交替は承認された。

引き続き、理事に就任予定の鈴木健一氏より挨拶があった

7定 時総会開催 1 山中事務局長から、定時総会の式次第及び来賓招待者ついて別添え資料に

について    1基 づき概ね次のような説明があつた。

「式次第は、議案第 1号から第4号 及び第6号 は例年通りです。議案第 5

号に “ほっとまら"プ ロジェクト事業計画案及び特別会計予算案を提案し、

承認を得たいと考えています。

なお、この事業計画案は名張市ゆめづくり協働事業として認められ、交付

金が200万 円交付されることが決定していますJと 述べた。

「定時総会の来賓は資料に記載の8名 の方に出席依頼を出したいJと 述べ

た。

引き続き、議長は出席者に意見を求めたが、出席者からは特に質問は無く、

採決に入り、全員賛成の挙手をし、定時総会式次第及び来賓招待者は承認さ

れた。

報告事項

1・地域づくり代 1 辻森会長から、第 1回 地域づくり代表者会議について次の様な報告があっ

表者会議の報告 |た 。

・地域づくり代表者会議の必要性について市側と協議したいと考えていま

す。(現在は、市の各部署からの伝達 連絡 ・要請事項が主になっている)

・代表者会議は決議機関ではない。当地域では自治連合会、自治連合協議

会の決定が全てである。

・自治連合協議会、各自治会 ・区と名張市側との意見交換、検討会を設け

るよう申し出をしたいと考えている。時期は6月 中旬を予定している。

く代表者会議の報告>

1 各室 関係機関からの依頼事項

(1)名 張市社会福祉協議会

平成 25年 度の 「各種資金募集への協力依頼がありました。

(2)名 張り納涼花火大会実行委員会 「2013年 開催についてJ

今年から、実行委員会に15地 域の代表に入つていただきたいとの意向で

したが、当協議会としては入会を拒否したいと考えているので、ご了承いた



だきたい。協賛金 1戸 50円 についても検討課題とし、協力体制は別途考え

て行きたい (公民館に募金箱を設置等)。出席者は基本的に了承した。

(3)危 機管理室 「名張市総合防災訓練についてJ

例年とは違った内容で実施される。開催日は9月 22日 (日)。自治連合会

を含めて協力体制を検討していきたい。

2 協議事項 「ゆめづくり協働事業についてJ

森口地域担当監から、本年度の事業実施 dfTと 次年度の計画の準備を、

6月 中旬を目途に進めていただきたいという旨、発言があつた。

3 事務局からの連絡事項

(1)自 治行政並びに社会福祉功労者の表彰推薦を24年 度で会長職を離

れる方4名 を推薦したと報告があった。

(2)地 域づくり組織並びに公民館のホームベージの一元化について

現在、市が用意したソフトを利用している地域はフェイスブックに移行す

る。但し、桔梗が丘は独自ソフトのため現行のままです。今後の更新等は当

協議会に於いても別途協議して行く。

(3)地 域づくり代表者会議実践交流会アンケー ト結果を資料として保管

しているので、必要な方は事務所で見て頂きたい。

2平 成 25年 度 1 中オ1公民館長から、平成 25年 度公民館運営審議会委員6名 、一方、公民

公民館運営審議 1館 運営委員については新任の委員 2名 、学校関係で桔梗がFI中学校と桔梗が

会委員及び公民 1丘 東小学校の校長先生に就任頂き、合計 16名 の委員を委嘱をした旨報告が

館運営委員の委 |あ つた。 (詳細別添え資料)

嘱について

3 委員会 部会 | く総務委員会>

報告      1 大垣総務委員長からは、定時総会の準備を進めている。その他特に報告は

無かった。

く企画運営委員会>

阪本企画運営委員長から、「名張市ゆめづくり協働事業の “ふれあい茶房"

は6月 初旬を目標に具体策を詰めており、6月 又は 7月 開催の定例理事会で

報告が出来ると考えています。一方 “子どもたちと地域の絆づくり"は 6月

始めに組織案をまとめて、本格的にスター トをさせる予定です。

次年度の事業計画は、出来るだけ早くスター トをさせたいと考えています。

く広報委員会>
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野邊広報委員長から、委員会活動について別添え資料に基づきlllね次のよ

うな報告があった。

「ききょう通信は56号 を6月 に発行を予定している。予定稿は平成 25

年度の定時総会の件について、リレーまちへの思いは2番町の林正信さんに

お願いをしたい。この方はNHKに ビデオ投稿をされ、地域の様子を発信い

ただいている方です。 2面 については資料に記載の通りです。

高校の統合問題は取り扱いが難しいが、皆さんのお知恵を借りたいので、

よろしくお願いします。

ホームページの更新は定時総会の案内等を行っています。是非一度アクセ

スをして下さい。

く健康推進部会>

高槻健康推進部会長から、部会活動について別添え資料に基づきtllね次の

ような報告があつた。

| 「ニュースポーツ世代交流大会を3月 23日 に:桔梗が丘小学校で開催しま

した。参加者は合計 78人 で成功でした。実施の詳細は資料を参考にして下

さい。

費用の決算は予算60, 000円 に対して、支出額は36, 021円 でし

た。詳細は資料をビ覧下さい。

次に、昨年まで秋に実施していたウオーキングを6月 2日 (日)に 桜井市

の山の辺の道で企画をしました。参加者は30人 から40人 を予定していま

す。費用は参加者の交通費の半額負担 (一人 720円 )を 予定していますJ

と述べた。

く住民交流部会>

廣岡住民交流部会部会長から、「本年度の夏まつりについて、 8月 24日

(土)開 催予定として、第 1回 の部会を5月 23日 に開催し準備を進めてい

きますJと 報告があった。

く教育文化部会>

竹原教育文化部会長から、平成 25年 度の部会の事業計画について、別添

え資料の通り定例部会で確認をした旨、報告があった。

く生活安全部会>

吉野生活安全部会長から、桔梗が丘防犯パ トロール隊の活動について次の

ような報告があつた

13



パ トロール隊員は中島利具氏が退会し現在 5名。

3月 から4月 にかけて5回実施。いずれの回も異常は無かった。

・ 今後の予定は、毎月5, 15,20, 25日 の午後4時 から1時間、2グ

ループで実施。但しお盆、お正月、公民館休館日は休む。

民間の斎場が作成したエンディングノートを入手したので、何らかの活動

時、(例えば敬老の日の行事等)に 使用をしてはどうか提案をさせていた

だく。

く'民適環境部会>

カロ納快適環境部会長から、今後の活動予定について次のように報告があっ

た。

地球温暖化対策事業として (グリーンカーテン運動)の 一環として、本年

度も5月 4日 (土)午 前 10時 からにゴーヤの苗を配布します。

6月 2日 (日)名 張市クリーン大作戦に賛同し、地区のクリーン大作戦と

して清掃活動をします。各自治体 区でも団体参カロをされます。6月 2日

(日)3番 町、4番 鴫 6月 16日 (日)5番 町各区、南3区、2-2区 、

2-31二 .

その他     | く地域福祉部会>

|つ どいJを 実施します。自治会長 ・区長さんに協力をお願いしています。

民生委員が4月 から2名 、6月 から1名交代します」と述べた。

梅本地域福祉部会長から、「5月 26日 (日)に 例年行つている 「高齢者の

く消防団桔梗が丘班の活動について>

日合監事から、消防団の立場から次のような報告と要請があった。

各地区で防災訓練を実施されるとき、協力をするので計画段階から声を掛

けて下さい。

夏季司1練大会が8月 4日 (日)に 行われます。蔵持分団はこれに備えて、

6月 2日 から器械総合.l練を実施していきます。皆さんには8月 の訓練大

会に出席いただきたいと思つています。

・ 蔵持消防分団の今年度の組織は、桔梗が丘部が出来て部長に3番 町の森さ

ん、班長は精梗が丘西の小甫さん、3番町の亀井さんで私は部長の補佐に

同ります。よろしくお願いします。

く定時総会について>
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野邊広報委員長から、「定時総会に自治会長 ・区長は勿論、住民の方が幅

広く傍聴に参加されるよう図つていただきたい」と述べた。

(今年度は地区回覧をすることを了承)

く災害用白い小箱について>

辻森会長から、「名張市危機管理室から災害用物資 「白い小箱」の見本が2

0個配布されたので、各プロックに5個配布し、防災.l練等で活用いただき

たいと考えていますJと 述べた。(詳細は資料参照)

・結梗が丘交番の峯平所長から地域安全について意見交換会を持ちたいとの

要請があり、6月 に開催したいと思つています。

最後に本日午後からの2高校統合問題の三教委からの説明会に是非ご出席

頂きたい旨を述べた。

以上で会議は終了した。

次回理事会は、平成 25年 5月 25日 (土)

時間 午前 9時 30分

場所 桔梗が丘公民館 2号 室

議事録署名人

議事録署名人

2

冨1会長 冨1会長 総務委員長 書記

④ 出
Ｕ 0
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